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Ｔ３－６ＤＸ 組立説明書

この度はナガラＴ３－６ＤＸをお買い上げいただき、まことに有り難うございます。
このアンテナは、７／１４／２１ＭＨｚトラップタイプ・トライバンド八木アンテナです。
組立に先立ち、この組立説明書をよく読んでアンテナの構造や組立方を十分理解してください。

†††† ＰＲＯＦＩＬＥ ††††

１） ３バンド・ハイエンドモデル
７ＭＨｚデュアルラジエター、１４／２１ＭＨｚトリプルラジエター採用で、各バンド広帯域に
設計されており、使い勝手のよいアンテナです。

２） 高利得
、 、７ＭＨｚは４エレメントで動作し フルサイズ３エレメントに見劣りしないゲインと帯域を擁し

１４／２１ＭＨｚは６エレメントで動作します。
特にバンドエッジでのＳＷＲ特性の悪化、ビームパターンの劣化を防ぐために、エレメント長や
配置を入念に設計された３バンド・アンテナのハイグレードモデル。

３） 高耐電力
送信機出力 ＳＳＢ（送信機モード）２Kwに耐える高耐電力設計です。

４） その他仕様

周波数 ７/１４/２１ＭＨｚ帯

型式 ６エレメントＹａｇｉ 14/2１ＭＨｚ ６エレメント
７MHｚ ４エレメント

最大エレメント長 14.55ｍ

ブーム長 10.98ｍ

風圧面積 2.50㎡

回転半径 8.45ｍ

最大空中線入力 ７MHz ２KwＳＳＢ(送信機モード)
14/21MHｚ ３KwＳＳＢ（送信機モード）

重量 57.26Kｇ

最大適合マスト径 61mm

指向特性 添付図参照

ＶＳＷＲ 付図参照

ナガラ電子工業株式会社

NDK­INST 03083
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§§§§ §§§§組立に先だって

＊部品表と各パーツとを照合し不足が無いことを確認してください。
＊組立順序 （１） ブームの接合。

（２） エレメント・サポートの組立及びラジエターエレメントの取付。
（３） ディレクター、リフレクターエレメントの組立。
（４） 各エレメントをブームに取付。
（５） ローディングカップラーエレメントの取付。
（６） フェーズライン及びバランの取付。
（７） 締め付け箇所の再点検とテナコートの塗布。
（８) タワーへ取付・ステーワイヤーの取付。

。 、 、 、 、 、＊このアンテナは６組のエレメントから構成されています 前から順にそれぞれ 黒 緑 赤 赤青 青
黄のカラーマークが付けられています。
エレメントは前から順に第２ディレクター、第１ディレクター、第１ラジエター、第２ラジエター、
第３ラジエター、リフレクター、と呼びます。
＊多人数で作業を行うときは必ずリーダーを決めその人の指図で作業を進めて下さい。
各自がばらばらに作業を行うと組立ミスが発生します。リーダーは他のメンバーの作業の仕上がり具合
を責任をもってチェックして下さい。
＊ローディングカップラーエレメントやフェーズラインエレメントと他のパーツ（エレメント、ビス等）
との接合部に付属のペネトロックスを塗布してください。
＊パイプの差し込み部にもペネトロックスを塗布して下さい。
尚、ここに砂やほこりが付かないよう注意してください。パイプどうしが抜き差し出来なくなります。
＊セルフタップネジにもペネトロクスを塗布して下さい、ねじ込みが楽になります。
＊テナコートの塗布は金属部のみとし、プラスチックには塗らないで下さい。

§§§§ §§§§組立作業手順

◎まず最初に、各エレメント及びトラップをカラーマーク毎に分類し互いに混じり合わない様に注意して
ください。
トラップコイルは６種類１２本、同じような形をした物もありますが、各エレメントごとに特性が違※
いますので間違えないようにして下さい。 又、左右対称になった物もありますが、組立の穴位置が
違いますので、カラーコードが必ずブーム側に来るように組立て下さい。

図１参照１.「ブームの組立」
＊ブームは３本に別れ、それぞれにエレメント位置を示すカラー・マークが記されています。
＊中央のブームは前後どちらにでも接続できますので、カラーマークを確認の上、方向を間違えないよ
うにご注意下さい。
＊ブームの内面やスプライスに砂やほこりが付かない様に注意してください。一旦咬み込みますと抜き
差し出来なくなってしまいます。
＊Ｍ６ｘ６０ネジ(50)をしっかりと締め付けて下さい。締め付けが緩いと後でネジ穴のガタの分だけエ
レメントの水平がズレることがあります。

図２､図３､図４参照１.「エレメント・サポート部及びラジエターエレメントの組立」
３組作ります。

図２参照☆第１ラジエター、第２ラジエターのエレメンﾄサポートの組立
＊インシュレーター(5)をエレメント・サポート大(1)にＭ５ｘ２０ネジ(6)及びＭ５ロック
ワッシャー(8)で取り付けます。

。この時Ｍ５x２０ネジ(6)は強く締め付けないでインシュレーター(5)が軽く動く程度にしておきます
＊エレメントサポート大(1)のエレメントサポート補強材取付ネジ穴に Ｍ５ｘ３５ネジ(10)を通してお
きます。(エレメントを取り付けた後からネジが入らないため)
＊エレメント・サポート部のインシュレーター(5)にエレメント(12)を乗せ、エレメント先端の取付穴
(3.7mm)が下を向く様にＭ５ｘ６０ネジ（7）及び、Ｍ５ロックワッシャー(8）で取り付けます。
一番ブームに近いネジは後でフェーズズライン等を取り付けますので、今はあまり強く締め付ける必
要はありません。
＊軽く締めておいたインシュレーター取付ネジ、Ｍ５ｘ２０ネジ(6)を増し締めし、固定します。
＊エレメントサポート補強材(2)を先ほど通しておいたＭ５ｘ３５ネジ(10)と付属のＭ５ロックワッシ
ャー)、Ｍ５ナットを使ってエレメントサポート大(1)に固定します.

図３参照☆第３ラジエターのエレメントサポートの組立
＊インシュレーター(5)をエレメントサポート小(9)にＭ５ｘ３５ネジ(10)及びＭ５ロックワッシャー
(8)で軽く取り付けます。 前項同様にインシュレーターが軽く動くようにします。
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＊エレメントサポート上のインシュレーター(5)にエレメント(24)を乗せ、エレメント先端の取付穴が
下を向く様にＭ５x５０ネジ（11)及び、Ｍ５ロックワッシャー(8）で取り付けます。ブームに近いネ
ジは後でフェーズラインを取り付けますので、今はあまり強く締め付ける必要はありません。
＊軽く締めておいたインシュレーター取付ネジＭ５ｘ３５ネジ(10)を増し締めし、固定します。

図４参照☆ラジエターエレメントの組立
＊カラーコードを間違わないように順次エレメントとトラップを組み立てます。各エレメントとトラッ
プは必ずカラーコードをブーム側に向け、カラーコードが見えなくなるように差込、４ｘ８セルフタ
ップネジ(43)で締め付けます。
＊第２ラジエターの１２.７ｘ１２１０エレメント(17)にローディングカップラー金具(40)を左右１個
づつ先端エレメント(23)を組み立てる前に通しておいてください。
組のラジエターエレメントは組上がりますとカラーコードが見えませんので間違えないように、※３
ご注意下さい。

図７参照３.「ディレクター、リフレクター・エレメントの組立」
＊各エレメント・パイプの差し込み部にペネトロックスを塗布します。
それぞれのパイプをカラーコードをブーム側に向け、カラーコードが見えなくなるように差込、ネジ
穴を合わせ、４ｘ８セルフタップネジ(43)で締め付けます。
＊エレメント(29),(34)の差し込み部は９０cm程度ありますので、砂やほこりに十分注意し咬み込ませ
ないよう作業を進めて下さい。

図１１､図５､図６､図８参照４.「各エレメントをブームに取付けます」
仮のマストを立てて作業を進めます。☆
＊｢１｣で組み立てたブームのセンターマークの位置にマストクランプ(55)を５１ｘ９５Ｕボルト(58)で
取り付けます。図１１参照
＊仮のマストにマストクランプを付けたブームを６０x１１５Ｕボルト(60)で仮に固定します。
＊ブーム上にエレメントを全体図及び寸法図を参考に配置します。
各トラップのドレン・ホール（水抜き穴）が下を向く様に取り付けます。
尚ブーム上のカラー・マークにはエレメントクランプの前縁を合わせます。

＊第２ディレクターとリフレクターはエレメントクランプ大(54)及び５１x９５Ｕボルト(58)と
Ｍ６x７０Ｕボルト(59)でエレメントをブームに固定します。図６参照
＊第１ディレクターと第３ラジエターはエレメントクランプ小(53)及び５１x１１０Ｕボルト(57)で
エレメントをブームに固定します。図３,図５参照
＊第１ラジエターと第２ラジエターのクランプは中央部分に４個穴のあいた大きいクランプ、エレメン
トサポートクランプ大(52)を使います。長いＵボルト、５１ｘ１２５Ｕボルト(56)を２本使って
取り付けます。図２参照

この時エレメントを止めるＵボルトはブームに対し斜めにならないよう注意してください。※
斜めになっていますとあとで振動等により緩んでしまう事があります。

、 。＊第２～第３ラジエターを除き 全てのエレメントが平行になるようにＵボルトを締め付けてください
第２～第３ラジエターはフェーズラインエレメントを取付る際に移動する必要がありますので、
フェーズライン・エレメントを取り付けた後、固定します。

図９参照５.「ローディングカップラー・エレメントの取付」
＊各エレメントの１２.７x１２１０エレメント(17)(21)にローディングカップラー金具(40)を２個通
し、エレメントの先端部分に合わせ、水平になるように固定します。
＊９０°に広げたローディングカップラーエレメントをそれぞれのカラーコードのエレメントに合わせ
て取り付けます。反対側の金具はローディングカップラーエレメントに合わせ、固定します。
＊再度ローディングカップラーエレメントの水平を調整してください。

図１０参照６.「給電部とフェーズラインエレメントの取付」
＊バラン(66)にバランリード(69)を取り付けます。
このとき、Ｍ５ナットをあまり強く締め過ぎますとバランのネジが共回りしバランを壊してしまいま
すから締めすぎない様注意して下さい。 （締め付けトルク 10Kg/ｃｍ 以下）
＊フェーズラインエレメント(41)の中央付近にスペーサー(42)を取り付けます。
＊第１ラジエターにバランリード(69)とフェーズラインエレメント(41)を取り付けます。
＊第２ラジエターをフェーズラインエレメント(41)の位置にあわせ固定し、第３ラジエターに渡す
フェーズラインエレメント(41)と共にエレメントに固定します。
＊第３ラジエターをフェーズラインエレメント(41)の位置にあわせ固定し、フェーズラインエレメント
(41)をエレメントに固定します。
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注 アンテナをマスト（タワー）に取り付けたとき、ブームが多少垂れ下がりフェーズラインエレメント
に張力がかかります。
第２～第３ラジエターの位置はブーム上のマーク位置ではなくフェーズラインに張力のかからない位
置に固定して下さい。

６.「キャップの取付」
＊ブームの両端に５０．８mmキャップ(51)を差し込みます。
＊第２ラジエターの先端エレメントに９.５mmキャップ(44)、第３ラジエターの先端エレメントに
１５.８mmキャップ(45)をそれぞれ差し込みます。
＊各ラジエターエレメントのブーム側のキャップは付属していません。

７.「テナコートの塗布」
＊金属部分にテナコートを刷毛で塗布して下さい。プラスチック部には塗布しないで下さい。

注 テナコートを組立前に部品個々に塗布しますと、絶縁不良を起こすことがありますので、必ず、組立
終了後に塗布してください。

8.「ケーブルの取付」
＊同軸ケーブルにＭＰ型接栓を取付、バランのＭＲコネクターに接続して下さい。
バランの取付金具のＵボルトを外すと作業がスムーズに出来ます。
コネクターの防水処理の際、
バランの同軸コネクターとケースのアルミパイプとの隙間をふさがないようにして下さい。

図１１､図１２参照９.「タワーへ取付」
＊再度組立に間違いが無いか確認してください。
＊タワーに取り付ける前に、ブームの両端にブーム吊り上げ用のワイヤーロープ(63)を取付(図12参照)
ロープの反対側をマストクランプの近くに仮止めします。
＊注意深くタワー上に釣り上げて、６０ｘ１１５Ｕボルト(60)でマストに取り付けます。
＊エレメントが地面と平行（マストと直角）になるように５１ｘ９５Ｕボルト(58)を緩め、修正して、
再度締め付けて下さい。

図１２参照１０.「吊ロープの取付」
＊吊り金具(62)にターンバックル(64)を取付ます。
＊ブームを固定した位置より、約１.５m上側に吊金具(62)を固定し、前項のワイヤーロープを吊金具に
つけたターンバックルに通して、ブームをつり上げ、ワイヤークリップで固定します。
＊ワイヤーロープで水平に出来ない場合は、ブームを少しづつ下げると水平に出来ます。
この時、アンテナが重いので十分注意が必要です。

アンテナの防水処理ß
アンテナは屋外機器として設計されています。バランのコネクター部を除き、そのまま防水処理をし
ないで使用していただいても全く問題はございません。
バランのコネクター部だけに防水テーピングをして、トラップ・アッセンブリーの部分には絶対に何も
しないで下さい。

株式会社 TEL (077) 568-1271ナガラ電子工業
〒525-0013 滋賀県草津市新堂町１６０ FAX (077) 568-1274

CO., LTD TEL +81 77 568 1271NAGARA DENSHI KOGYO
FAX +81 77 568 1274160 SHINDO­CHO KUSATSU­SHI 525-0013 JAPAN

NDK­INST 03083
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リフレクター：黄

第３ラジエター：青

第２ラジエター：赤青

第１ラジエター：赤

ビーム方向

（46）ブームＡ

同様に処理します
ブーム接続４ヶ所、

カラーコードを確認し、接続方向を間違えないようにご注意下さい。

(47)ブームBから露出した残り半分の(49 )ブームスプライスにもペネトロックスを塗布しそれ
ぞれに(46)ブームＡ及び(48)ブームＣを同様に取り付けます

(47)ブームBの他端も同様に(49)ブームスプライスを取り付けます。

(47 )ブームBに慎重に挿入し、対応する穴を合わせ(50)M6x6 0ボルトにて固定します。
(49 )ブームスプライスの一端から中央までペネトロックスを薄く塗布し、砂や埃がつかない様に注意しながら

ブームの接続１

(51)５１mmキャップ

(51)５１mmキャップ

(48 )ブームＣ

(49)ブームスプライス

(49) ブームスプライス

(47 )ブームＢ

(49)ブームスプライス

(50)Ｍ６ｘ６０ボルト

(50) Ｍ６ｘ６０ボルト
(47)(48)ブーム

ＢorＣ

(46)(47 ）ブームＡｏｒＢ

Ｍ６ナット
Ｍ６ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ

Ｍ６ナット

Ｍ６ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ

Ｍ６ナット

Ｍ６ﾛｯｸﾜｯ ｼｬｰ

ペネトロックス
を薄く塗布する

ペネトロックス
を薄く塗布する

ペネトロックス
を薄く塗布する

黄

青

赤青

マストクランプ位置赤

緑

黒

第１ディレクター：緑

第２ディレクター：黒

NAGARA

T3-6DX
全体図

ますので十分注意して下さい。
ペネトロックスを塗布しなかったり砂などが付着しますとパイプ同士が噛み込み抜き差し出来なくなり
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エレメントを乗せる前にネジだけ通しておく

(7)Ｍ５x６０ネジ

(2)エレメントサポート

(12)31/34x1826エレメント

(44)9.5キャップ

5/16ナット

Ｍ８スプリングワッシャー

Ｍ８平ワッシャー(大)

エレメントの接続部にペネトロックスを薄く塗布して下さい。

エレメントはカラーマークが隠れるように接続します

ラジエターエレメントの接続４

２

３

第１、第２ラジエターの組立

各ラジエターエレメントの組立 第３ラジエターの組立

カラーマークとクランプの前縁を合わせる

カラーマーク

(53)エレメントクランプ

ビーム方向(前)

カラーマークとクランプの前縁を合わせる

カラーマーク

ビーム方向(前)

(2)エレメントサポート補強材

(23)9.53x1430エレメント

(40)ローディングカップラー金具
通しておく

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

(6)Ｍ５x２０ネジ

(8)Ｍ５ロックワッシャー

(8)Ｍ５ロックワッシャー
Ｍ５ロック
ワッシャー

Ｍ５ナット

(1)エレメントサポート大

第２ラジエターのみ

第２ラジエターのみ

(40)ローディングカップラー金具を１個通しておく

第２ラジエターはエレメントをつなぐ前に

第１ラジエターはこのエレメントで終わり

(45)15.8キャップ
第３ラジエターのみ

第３ラジエターはこのエレメントで終わりです

(16)(20)(27)15.88エレメント

トラップがつながります
第３ラジエターはこのエレメントの次に

(14)22/25x590エレメント

(25)22.22x910エレメント

(13)28.58x910エレメント

(24)25/28x1826エレメント

(15)(19)(26)各ラジエタートラップ

(17)(21)12.7x１２１０エレメント

(12)31/34x1826エレメント

(1)エレメントサポート大

(47)ブームＢ

補強材

(52)エレメントサポートクランプ

(56)５１x１２５Ｕボルトセット

(7)Ｍ５x６０ネジ

(4)Ｍ５x３５ネジセット

(4)Ｍ５x３５ネジセット

Ｍ５ロックワッシャー

Ｍ５ナット

(8)Ｍ５ロックワッシャー

(8)Ｍ５ロックワッシャー

(5)インシュレーターブロック

(5)インシュレーターブロック

(48)ブームＣ

Ｍ８スプリング
ワッシャー

5/16ナット

(5)インシュレーター

ブロック

(5)インシュレーターブロック

(57)５１x１１０Ｕボルト

(24)25/28x1826エレメント

(10)Ｍ５x３５ネジ

(10)Ｍ５x３５ネジ

(8)Ｍ５ロックワッシャー

(8)Ｍ５ロックワッシャー

(8)Ｍ５ロックワッシャー

(11)Ｍ５x５０ネジ

(11)Ｍ５x５０ネジ

(9)エレメントサポート小

T3-6DX
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パイプをカシメてあるリベットを目印にして、リベットがクランプの方

に向くように取り付けて下さい。

ブームに取り付ける２重パイプ(28)は中央のマークが有りませんのでの取付
第２ディレクターとリフレクター６

８－８：フェーズラインエレメントに張力が懸からないように第２第３ラジエターを

固定します。

８－７：次のページ⑩を参照し給電部とフェーズラインエレメントを取り付けます。

８－６：第３ラジエターを取り付けます。図３参照

８－３：第１ディレクターを取り付けます。図５参照

８－５：第２ラジエターを取り付けます。図２参照

今は軽く止めるだけにしてください。

以下、第２ラジエターと第３ラジエターはフェーズラインに合わせて固定しますので
８－４：第１ラジエターを取り付けます。図２参照

８－２：第２ディレクターとリフレクターを取り付けます。図６参照

８－１：①で組み立てたブームを仮のマストに取り付けます。図１１参照

各エレメントをブームに配置します。8

(40)ローディングカップラー金具

ビーム方向

(57)５１ｘ１１０Ｕボルト

ブームＡ

ビーム方向

(33)31/34x1826エレメント

エレメントの接続
７

の取付

リフレクターエレメントの組立

ディレクターエレメントの組立

５

カラーマークとクランプの前縁を合わせる
カラーマーク

第１ディレクター

カラーマークとクランプの前縁を合わせる

カラーマーク

ブームＡorＣ
Ｍ６ナット

Ｍ６ナット

5/16ナット

Ｍ８平ワッシャー

Ｍ６平ワッシャー

Ｍ６平ワッシャー

Ｍ６スプリングワッシャー

Ｍ６スプリングワッシャー

Ｍ８スプリングワッシャー

(59)３８ｘ７０Ｕボルト

(58)５１ｘ９５Ｕボルト

(28)34/38x1826エレメント

(54)エレメントクランプ大

(43)４ｘ８セルフネジ
(37)第１ディレクタートラップ

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

(43)４ｘ８セルフネジ

5/16ナット

Ｍ８スプリングワッシャー

(59)３８ｘ７０Ｕボルト

差込代が長いので十分注意をして作業をして下さい

(38)第２ディレクタートラップ

(31)リフレクタートラップ

(17)12.7x1210エレメント

(20)15.88x910エレメント

(32)15.88x790エレメント

(36)22.22x700エレメント

(35)25.4x910エレメント

(34)28.58x1790エレメント

(13)28.58x910エレメント

(14)(30)22/25エレメント

(29)31x1790エレメント

(28)34/38x1826エレメント

(33)31/34x1826エレメント
(53)エレメントクランプ小

T3-6DX
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張力が懸からない位置に固定して下さい。

ブームがたわみ、フェーズラインエレメントに張力が懸かり破損の原因になります。

＊地面にブームを置いて作業をしますとブームをマストに取り付けた時に

＊第２，第３ラジエターはカラーマークの位置にこだわらずにフェーズラインエレメントに

＊フェーズラインエレメントを取り付けるときは仮のマストに取り付けた状態で、作業をして下さい。

10 フェーズラインエレメントと

必ず交差をさせてください。

左のエレメント、そして右のエレメントへ

フェーズラインエレメントは右のエレメントから

(23)9 .53x1430ｴﾚﾒﾝ ﾄ(第２ﾗｼﾞｴﾀｰ だけ)

M4ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ

マスト

第３ラジエター

第２ラジエター

第１ラジエター

10-5

10-4

10-3

フェーズライン
スペーサーの取付

10-2 (4 2)フェーズラスペーサーセット
(41)フェーズラインエレメント

Ｍ４x６ネジＭ４x１０ネジ

(24)25/28x1826 エレメント

ペネトロックスを薄く塗布してください。

ネジとカップラーエレメントの差込部分に

第３ラジエター周り

の組立

第３ラジエター

第２ラジエター周りの組立

第１ラジエター周りの組立
10-1
バランの組立

(66)専用バラン

注意して下さい
締め過ぎない様

(41) フェーズライン
エレメント

(40)ローディング

カップラー金具

(40)ローディング

カップラー金具

ローディングカップラーエレメント

12.7x 1210エレメント

パイプの端面と金具の端面を合わせる

ビーム方向

中：黄：リフレクター

中：赤：第１ラジエター

大：赤青：第２ラジエター

ご注意下さい。

大、中、小、３種類有りますので

下図のように手で広げてください。

パッキングの都合上、折り曲げてありますので 例 第２ラジエター

(11)M5x 50ネジﾞ

(8)M5ロックワッシャー

(8)M5ロックワッシャー

(8)M5ロックワッシャー

(７)M5x60 ネジﾞ

(41)フェーズラインエレメント

(41)フェーズラインエレメント
M4ﾅｯﾄ

M4x3 0ネジ

(69)バランリード線

(7)M5x60ネジ

(41)フェーズラインエレメント

(41)フェーズラインエレメント

(12)31/34x 1826エレメント

(12)31/3 4x1826エレメント

(9)エレメントサポート小

(1)エレメントサポート大

(1) エレメントサポート大

ブーム

ブーム(69)バランリード線

(67)バラン取付金具

(68) M5Uボルトセット

第２ラジエター

第１ラジエター

９ ローディングカップラーエレメントの取付

注

90ﾟ 90
ﾟ

T3-6DX

(44) ９.５mmエレメントキャップ

小：黒：第２ディレクター

バランの取付



- 9 -

全体図

780
850

1016

780
850

750

1826 830 510 744 760 1130

915 830 620 6521826
7860

1826 915 830 510 744 830 1130

1020

680

14566

510 744 830 1130 1367

700
11645

2280

1780

1780

2200

2800

11744

11692

1826 830

7952

1826 830 419 855

12264

915 830 870 764 710 11301826

平ワッシャー

5/16ナット

スプリングワッシャー

スプリングワッシャー

(47)ブームＢ

5/16ナット

平ワッシャー

(55)マストクランプ

(58)51x95Uボルト

(58)51x95Uボルト

マスト位置黒マーク

マスト最大外径60mm
(60)60x115Ｕボルト

に仮止めして下さい。

ワイヤーを取付、マストクランプ付近

ブームの両端のエレメントにステー

アンテナをマストに取り付ける前に

又はリフレクター
第2ディレクター

(65)ワイヤークリップ

(63)ワイヤーロープ

ブーム

(62)吊金具セット

(63)ワイヤーロープ

(63)ワイヤーロープ

(65)ワイヤークリップ

(65)ワイヤークリップ

(64)ターンバックル

(64)ターンバックル

5/16ナット

5/16ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞワッシャー

(53)エレメントクランプ

M8x30ネジ

(61)60x135Ｕボルト

下図の様にくくり付けます。
第1ディレクター及び第3リフレクターに(68)ロープを

マスト

マストクランプの取付11

12 ステーワイヤーの取付

T3-6DX



- 10 -

Ｔ３－６ＤＸ 部品表
品番 品 名 使 用 箇 所 数 量 チェック
1 エレメントサポート大 第１、第２ラジエター ２
2 エレメントサポート補強材 第１、第２ラジエター ２
3 Ｍ８x２２フラットワッシャー 第１、第２ラジエター取付Ｕボルトに使用(Ｕボルトに付属) ８
4 エレメントサポート大と補強材の組合せに使用 ４Ｍ５x３５ネジセット(ナット、ワッシャ付)
5 インシュレーターブロック 各エレメントサポートに取付 ２０
6 Ｍ５ｘ２０ネジ エレメントサポート大のインシュレーター取付 ３２
7 Ｍ５ｘ６０ネジ 第１、第２ラジエター エレメント取付 １６
8 Ｍ５ロックワッシャ 各Ｍ５ネジと共締め ６０
9 エレメントサポート小 第３ラジエター １
10 Ｍ５ｘ３５ネジ エレメントサポート小のインシュレーター取付 ８
11 Ｍ５ｘ５０ネジ 第３ラジエター エレメント取付 ４
12 31/34x1826エレメント (赤)第１ラジエター (赤青)第２ラジエター ４
13 28.58x910 エレメント ８(赤)(赤青)第１,第２ラジエター、(黄)リフレクター、(黒)第２ディレクター
14 22/25x590 エレメント (赤)(赤青)第１、第２ラジエター、(黒)第２ディレクター ６
15 第１ラジエター・トラップ (赤)第１ラジエター ２
16 15.88x840 エレメント (赤)第１ラジエター ２
17 12.70x1210エレメント ６(赤)第１ラジエター､(黄)リフレクター､(黒)第２ディレクター

18 (赤)第１ラジエター､(黄)リフレクター ８ローディングカップラー・エレメント(中)
19 第２ラジエター・トラップ (赤青)第２ラジエター ２
20 15.88x910 エレメント (赤青)第２ラジエター､(黒)第２ディレクター ４
21 12.70x1210エレメント（２ヶ穴） (赤青)第２ラジエター ２
22 (赤青)第２ラジエター ４ローディングカップラー・エレメント(大)
23 9.53x1430 エレメント (赤青)第２ラジエター ２
24 25/28x1826エレメント (青)第３ラジエター ２
25 22.22x910 エレメント (青)第３ラジエター ２
26 第３ラジエター・トラップ (青)第３ラジエター ２
27 15.88x935 エレメント (青)第３ラジエター ２
28 34/38x1826エレメント (黄)リフレクター､(黒)第２ディレクター ２
29 31.75x1790エレメント (黄)リフレクター､(黒)第２ディレクター ４
30 22/25x950 エレメント (黄)リフレクター ２
31 リフレクタートラップ (黄)リフレクター ２
32 15.88x790 エレメント (黄)リフレクター ２
33 31/34x1826エレメント (緑)第１ディレクター ２
34 28.58x1790エレメント (緑)第１ディレクター １
35 25.40x910 エレメント (緑)第１ディレクター ２
36 22.22x700 エレメント (緑)第１ディレクター ２
37 第１ディレクター・トラップ (緑)第１ディレクター ２
38 第２ディレクター・トラップ (黒)第２ディレクター ２
39 (黒)第２ディレクター ４ローディングカップラー・エレメント(小)
40 各ローディングカップラーエレメントをエレメントに取付 １６ローディングカップラー金具(ネジ付)
41 フェーズラインエレメント 第１～第２ラジエター、第２～第３ラジエター間の接続 ４
42 フェーズラインエレメントのセパレーター ２フェーズライン・スペーサーセット
43 ４ｘ８セルフタップネジ エレメントの接続に使用 ６５
44 エレメントキャップ ９.５mm 第２ラジエターの先端エレメントに差込 ２
45 エレメントキャップ １５.８mm 第２ディレクターの先端エレメントに差込 ２
46 ブーム Ａ 50.8x3658 カラーマーク黒、緑 １
47 ブーム Ｂ 50.8x3658 カラーマーク赤、赤青 １
48 ブーム Ｃ 50.8x3658 カラーマーク青、黄 １
49 ブームスプライス 44.5x300 ブームの接続 ２
50 M6x60 ６角ボルト ブームの接続 ８(ワッシャ、ナット付
51 ブームキャップ ５０.８mm ブームの両端に差込 ２
52 エレメントサポートクランプ大 第１，第２ラジエター ２
53 エレメントクランプ小 第３ラジエター、第１ディレクター、吊り金具 ３
54 エレメント・クランプ大 リフレクター、第２ディレクター ２
55 マストクランプ ブーム～マスト取付 １
56 ５１x１２５Ｕボルトセット 第１，第２ラジエター ４
57 ５１x１１０Ｕボルトセット 第３ラジエター、第１ディレクター ２
58 ５１x９５Ｕボルトセット ６リフレクター、第２ディレクター、マストクランプ～ブーム
59 ３８x７０Ｕボルトセット リフレクター、第２ディレクター ４
60 ６０x１１５Ｕボルトセット マストクランプ～マスト ２
61 ６０x１３５Ｕボルトセット 吊り金具～ユニバーサルクランプ～マスト １
62 ステー吊り金具（ネジ付） マストに取付 １
63 スチールワイヤー６.５m ブームに巻き付け、ターンバックルに取付 ２
64 ターンバックル 吊り金具～シンブル～ワイヤー ２
65 ワイヤークリップ ワイヤー固定用 ８
66 専用バラン 第１ラジエター直後に取付 １
67 バラン取付金具（ネジ付） バランをブームに取付 １
68 M5x68x83Ｕボルトセット バラン取付金具をブームに固定 １(バラン取付
69 バランリード 120mm バラン～第１ラジエター接続 ２
70 Ｍ８x１８フラットワッシャー マストクランプ周りのＵボルトに使用(Ｕボルトに付属) ８
71 テナコート １／６ 組み立て後、アンテナに塗布。プラスチックには塗らない ２ç
72 ペネトロックス エレメント差込部、セルフタップネジ、 １
73 Ｔ３ー６ＤＸ組立説明書 本書 １

NDK INST 03083
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Ｔ３－６ＤＸ ビームパターン特性©
代表パターン例を示します。
実際に設置された状態では付近の状況により使用感が異なります。例えばアンテナから50ｍ先でアンテナ
より10ｍ下方に一本の電線があればその電線は十分大きな影響を与えます。また、アンテナ下方のシャッ
クの建物も同様に影響します。
アンテナに到来する電波は直接波と大地反射波及び障害物からの反射波などから成りますので、障害物か
らの反射波が大きいほどパターンの歪は大きくなります。大地反射波に不均一があればこれも考慮に入れ
る必要があります。アンテナが受ける反射波を小さくするには障害物からの距離を大きくしなければなり
ませんが、設置場所を自由に選べる場合は少なく、せめて高さを可能な限り高く架設して下さい。

７ＭＨｚ １４ＭＨｚ ２１ＭＨｚ

Ｔ３－６ＤＸ ＳＷＲ特性©
ＳＷＲ特性を示します｡
地上高２０ｍに架設し周囲に大きな障害物のない状態で測定した値です｡
ＳＷＲは周囲の状態により異なった値を示します｡ 同一タワーに他のアンテナを同居させる場合、
他のアンテナの種類によっては大きな悪影響を受けることがありますので注意が必要です｡
アンテナの方向を変えるとＳＷＲが変化するようなときは周囲に何か障害物があると考えられます｡
使用するケーブルに損失がない場合、多少ＳＷＲが高くてもアンテナチューナーを併用すれば問題
無く運用できますが、設置したアンテナのＳＷＲ特性が本例と大きく異なる場合は何処かに間違い
いがあると考えられますので調べてください。

株式会社 TEL (077) 568-1271ナガラ電子工業
〒525-0013 滋賀県草津市新堂町１６０ FAX (077) 568-1274

CO., LTD TEL +81 77 568 1271NAGARA DENSHI KOGYO
FAX +81 77 568 1274160 SHINDO­CHO KUSATSU­SHI 525-0013 JAPAN

http://www.ex.biwa.ne.jp/~antenna/
03083NDK­INST
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